
費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 新湧

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① 2,041,288 千円

年 効 用 ② 172,902 千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ 7,187 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ 31 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） 0.0587

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ 2,938,333 千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① 1.44

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産 水田の排水改良等による転作作物の
量の増加 作 物 生 産 効 果 24,056 面積拡大や単位収量の増加

対象作物：水稲、小麦、大豆、小豆

品 質 向 上 効 果 2,485 客土による水稲の品質向上
対象作物：水稲

営農経費の節 ほ場の排水性改善に伴う労働時間の
減 営農経費節減効果 32,796 短縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、小麦、大豆、小豆

維持管理費節減効 農業用用排水施設の改修に伴う維持
果 57,862 管理費の節減

対象施設：農業用用排水路

施設更新によ 老朽化した施設の更新による従前の
る従前の農業 更 新 効 果 55,703 農業生産の維持
生産の維持 対象施設：農業用用排水路

計 172,902



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備 都道府県名 北海道 地区名 川下

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① 1,200,293 千円

年 効 用 ② 73,573 千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ 3,011 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ 40 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） 0.0521

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ 1,409,139 千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① 1.17

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産 水田の排水改良等による転作作物の
量の増加 作 物 生 産 効 果 11,368 面積拡大や単位収量の増加

対象作物：水稲、小麦、大豆、小豆

営農経費の節 ほ場の排水性改善に伴う労働時間の
減 短縮や機械経費の節減

営農経費節減効果 16,987 対象作物：水稲、小麦、大豆、小豆

農業用用排水施設の改修に伴う維持
維持管理費節減効 管理費の節減
果 6,894 対象施設：農業用用排水路

施設更新によ 老朽化した施設の更新による従前の
る従前の農業 更 新 効 果 38,324 農業生産の維持
生産の維持 対象施設：農業用用排水路

計 73,573



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 篠津

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① 1,605,185 千円

年 効 用 ② 113,402 千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ 83,504 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ 39 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） 0.0528

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ 2,064,261 千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① 1.29

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産 水田の排水改良等による転作作物の
量の増加 作 物 生 産 効 果 6,836 面積拡大や単位収量の増加

対象作物：水稲、小麦、大豆、小豆

営農経費の節 ほ場の排水性改善に伴う労働時間の
減 短縮や機械経費の節減

営農経費節減効果 7,377 対象作物：水稲、小麦、大豆、小豆

農業用用排水施設の改修に伴う維持
維持管理費節減効 14,601 管理費の節減
果 対象施設：農業用用排水路

施設更新によ 老朽化した施設の更新による従前の
る従前の農業 更 新 効 果 84,588 農業生産の維持
生産の維持 対象施設：農業用用排水路

計 113,402



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備 都道府県名 北海道 地区名 大願東

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① 1,365,000 千円

年 効 用 ② 105,851 千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ 3,649 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ 32 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） 0.0577

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ 1,830,857 千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① 1.34

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産 作 物 生 産 効 果 14,543 水田の排水改良等による転作作物の
量の増加 面積拡大や単位収量の増加

対象作物：水稲、たまねぎ、小麦
大豆、馬鈴薯

営農経費の節 営農経費節減効果 19,491 ほ場の排水性改善に伴う労働時間の
減 短縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、たまねぎ、小麦
大豆、馬鈴薯

維持管理費節減効 35,548 農業用用排水施設の改修に伴う維持
果 管理費の節減

対象施設：農業用用排水路

施設更新によ 更 新 効 果 36,269 老朽化した施設の更新による従前の
る従前の農業 農業生産の維持
生産の維持 対象施設：農業用用排水路

計 105,851



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 由良

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① 1,928,347 千円

年 効 用 ② 128,994 千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ 216,125 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ 34 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） 0.0561

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ 2,083,233 千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① 1.08

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産 作 物 生 産 効 果 18,431 水田の排水改良等による単位収量の
量の増加 増加

対象作物：水稲、牧草、きゅうり、トマト

営農経費の節 営農経費節減効果 23,461 ほ場の排水性改善に伴う労働時間の
減 短縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、牧草、きゅうり、トマト

11,549 農業用用排水施設の改修に伴う維持維持管理費節減効果

管理費の節減
対象施設：農業用用排水路

施設更新によ 更 新 効 果 53,266 老朽化した施設の更新による従前の
る従前の農業 農業生産の維持

対象施設：農業用用排水路生産の維持

地域の生活環 安全性向上効果 808 関連事業により整備される施設周辺
境の保全・向 の安全施設設置による効果
上

河川流況安定効果 21,275 関連事業で整備される施設により河
川への影響が低減される効果

地 域 用 水 効 果 関連事業で整備される施設によりか
125

農作物等の洗浄、防火用水等で用水
を利用する効果

水辺環境整備効果 関連事業により整備される施設周辺79
の環境整備による効果

計 128,994



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備 都道府県名 北海道 地区名 内園

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① 2,573,735 千円

年 効 用 ② 150,851 千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ 93,741 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ 40 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） 0.0521

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ 2,801,672 千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① 1.09

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産 作 物 生 産 効 果 19,303 水田の排水改良等による単位収量の
量の増加 増加

対象作物：水稲、小麦、大豆、小豆他

営農経費の節 営農経費節減効果 16,700 ほ場の排水性改善に伴う労働時間の
減 短縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、小麦、大豆、小豆他

維持管理費節減効 16,188 農業用用排水施設の改修に伴う維持
果 管理費の節減

対象施設：農業用用排水路

施設更新によ 更 新 効 果 87,841 老朽化した施設の更新による従前の
る従前の農業 農業生産の維持

対象施設：農業用用排水路生産の維持

地域の生活環 安全性向上効果 3,715 関連事業により整備される施設周辺
境の保全・向 の安全施設設置による効果
上

文化財発見効果 211 関連事業で整備される施設における
文化財に関する効果

河川流況安定効果 6,789 関連事業で整備される施設により河
川への影響が低減される効果

地域用水効果 3 関連事業で整備される施設によりか
農作物等の洗浄、防火用水等で用水
を利用する効果

水辺環境整備効果 101 関連事業により整備される施設周辺
の環境整備による効果

計 150,851



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備 都道府県名 北海道 地区名 高島南

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① 2,115,389 千円

年 効 用 ② 171,155 千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ 101,168 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ 38 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） 0.0533

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ 3,109,995 千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① 1.47

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産 作 物 生 産 効 果 13,931 水田の排水改良等による転作作物の
量の増加 面積拡大や単位収量の増加

対象作物：水稲、小麦、大豆、メロン

営農経費の節 営農経費節減効果 78,347 ほ場の大区画化による労働時間の短
減 縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、小麦、大豆、メロン

維持管理費節減効 21,142 農業用用排水施設等の改修、統廃合
果 に伴う維持管理費の軽減

対象施設：農業用用排水路、農道

施設更新によ 更 新 効 果 38,306 老朽化した施設の更新による従前の
る従前の農業 農業生産の維持
生産の維持 対象施設：農業用用排水路、農道

地域の生活環 安全性向上効果 705 関連事業により整備される施設周辺
境の保全・向 の安全施設設置による効果
上

河川流況安定効果 18,547 関連事業で整備される施設により河
川への影響が低減される効果

地域用水効果 109 関連事業で整備される施設によりか
農作物等の洗浄、防火用水等で用水
を利用する効果

水辺環境整備効果 68 関連事業により整備される施設周辺
の環境整備による効果

計 171,155



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 長都遠軽

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① 3,069,633 千円

年 効 用 ② 214,143 千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ 115,464 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ 44 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） 0.0503

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ 4,141,852 千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① 1.34

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産 作 物 生 産 効 果 19,480 水田の排水改良等による転作作物の
量の増加 面積拡大や単位収量の増加

対象作物：水稲、小麦、大豆、ネギ

営農経費の節 営農経費節減効果 59,624 ほ場の大区画化による労働時間の短
減 縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、小麦、大豆、ネギ

19,494 農業用用排水施設等の改修、統廃合維持管理費節減効果

に伴う維持管理費の軽減
対象施設：農業用用排水路、農道

走行経費節減効果 1,861 農道整備に伴う農産物の流通や通作
の効率化

施設更新によ 老朽化した施設の更新による従前の
る従前の農業 更 新 効 果 102,346 農業生産の維持
生産の維持 対象施設：農業用用排水路、農道

地域の生活環 368 農道整備に伴う走行車両経費の節減一般交通等走行経費節減

効果境の保全・向
上

安全性向上効果 2,211 関連事業により整備される施設周辺
の安全施設設置による効果

公共施設保全効果 関連事業の補償工事に伴い補償対象8,759
施設の耐用年数が増加し、当該地域
の利便性が付随的に向上する効果

計 214,143



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 杵臼南部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① 9,583,354 千円

年 効 用 ② 732,019 千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ 368,950 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ 42 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） 0.0511

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ 13,956,275 千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① 1.45

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 水田の排水改良等による転作作物の面積拡作 物 生 産 効 果 62,064
の増加 大や単位収量の増加

対象作物：水稲、小麦、大豆、馬鈴薯、か
ぼちゃ、メロン

舗装整備による輸送作物の荷痛み防止荷痛み防止効果 1,326

舗装整備による防塵被害改善防 じ ん 効 果 1,270

営農経費の節減 ほ場の排水性改善に伴う労働時間の短縮や営農経費節減効果 120,714
機械経費の節減

農業用用排水施設等の改修による維持管理維持管理費節減効果 188,465
費の節減
対象施設：農業用用排水路、農道

農道整備に伴う農産物の流通や通作の効率営農に係る走行経 7,967
化費節減効果

施設更新による 老朽化した施設の更新による従前の農業生
従前の農業生産 産の維持更 新 効 果 318,393
の維持 対象施設：農業用用排水路、農道

地域の生活環境 一般車輌における走行性改善による経費節一般交通等走行経 237
の保全・向上 減費節減効果

関連事業により整備される施設周辺の安全安全性向上効果 6,037
施設設置による効果

関連事業の補償工事に伴い補償対象施設の公共施設保全効果 24,312
耐用年数が増加し、当該地域の利便性が付
随的に向上する効果

関連事業により整備される施設周辺の環境水辺環境整備効果 1,234
整備による効果

計 732,019



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 昭栄

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① 2,372,346 千円

年 効 用 ② 137,195 千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ 9,859 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ 36 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） 0.0546

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ 2,502,870 千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① 1.05

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産 作 物 生 産 効 果 20,809 水田の排水改良等による単位収量の
量の増加 増加

対象作物：水稲、小麦、大豆、かぼ
ちゃ、メロン

営農経費の節 営農経費節減効果 24,189 ほ場の排水性改善に伴う労働時間の
減 短縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、小麦、大豆、かぼ
ちゃ、メロン

30,576 農業用用排水施設の改修に伴う維持維持管理費節減効果

管理費の節減
対象施設：農業用用排水路

施設更新によ 老朽化した施設の更新による従前の
る従前の農業 更 新 効 果 61,621 農業生産の維持
生産の維持 対象施設：農業用用排水路

計 137,195



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備 都道府県名 北海道 地区名 北部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① 4,242,457 千円

年 効 用 ② 222,828 千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ 90,118 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ 46 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） 0.0495

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ 4,411,458 千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① 1.03

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産 作 物 生 産 効 果 17,138 水田の排水改良等による単位収量の
量の増加 増加

対象作物：水稲、小麦、大豆、小豆、
ブロッコリー、トマト

営農経費の節 営農経費節減効果 22,294 ほ場の排水性改善に伴う労働時間の
減 短縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、小麦、大豆、小豆、
ブロッコリー、トマト

維持管理費節減効 59,232 農業用用排水施設の改修に伴う維持
果 管理費の節減

対象施設：農業用用排水路

施設更新によ 更 新 効 果 79,375 老朽化した施設の更新による従前の
る従前の農業 農業生産の維持
生産の維持 対象施設：農業用用排水路

地域の生活環 公共施設保全効果 6,947 関連事業の補償工事に伴い補償対象
境の保全・向 施設の耐用年数が増加し、当該地域
上 の利便性が付随的に向上する効果

河川流況安定効果 36,309 関連事業で整備される施設により河
川への影響が低減される効果

洪水被害軽減効果 1,533 関連事業により整備されるダムによ
り洪水被害が軽減される効果

計 222,828



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備 都道府県名 北海道 地区名 東山

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① 4,575,370 千円

年 効 用 ② 241,395 千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ 82,875 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ 45 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） 0.0502

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ 4,725,790 千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① 1.03

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産 作 物 生 産 効 果 20,321 水田の排水改良等による単位収量の
量の増加 増加

対象作物：水稲、小麦、大豆、小豆、
ブロッコリー、トマト

営農経費の節 営農経費節減効果 28,600 ほ場の排水性改善に伴う労働時間の
減 短縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、小麦、大豆、小豆、
ブロッコリー、トマト

維持管理費節減効 69,042 農業用用排水施設の改修に伴う維持
果 管理費の節減

対象施設：農業用用排水路

施設更新によ 更 新 効 果 82,980 老朽化した施設の更新による従前の
る従前の農業 農業生産の維持
生産の維持 対象施設：農業用用排水路

地域の生活環 公共施設保全効果 6,350 関連事業の補償工事に伴い補償対象
境の保全・向 施設の耐用年数が増加し、当該地域
上 の利便性が付随的に向上する効果

河川流況安定効果 32,721 関連事業で整備される施設により河
川への影響が低減される効果

洪水被害軽減効果 1,381 関連事業により整備されるダムによ
り洪水被害が軽減される効果

計 241,395



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 大沼南

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① 1,071,000 千円

年 効 用 ② 82,104 千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ 44,341 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ 39 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ 0.0528
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ 1,510,659 千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① 1.41

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産 35,602 水田の排水改良等による転作作物の
量の増加 作 物 生 産 効 果 面積拡大や単収の増加

対象作物：水稲、小麦、にんじん、
たまねぎ

営農経費の節 13,746 ほ場の排水性の改善による労働時間
減 の短縮や機械経費の節減

営農経費節減効果 対象作物：水稲、小麦、にんじん、
たまねぎ

3,207 農業用用排水施設等の改修に伴う施
維持管理費節減効 設の維持管理費の節減
果 対象施設：農業用用排水路

施設更新によ 29,549 老朽化した施設の更新による従前の
る従前の農業 更 新 効 果 農業生産の維持
生産の維持 対象施設：農業用用排水路

計 82,104



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 平原西

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① 4,131,416 千円

年 効 用 ② 223,917 千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ 148,236 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ 41 年

総合耐用年数に応じた効用から総便還元率×（１＋ ⑤ 0.0516
益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ 4,191,241 千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① 1.01

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産 12,018 水田の排水改良等による転作作物の面積拡大
量の増加 作物生産効果 や単収の増加

対象作物：水稲、小麦、タマネギ、
かぼちゃ、メロン、にんじん

営農経費の節 13,536 ほ場の排水性の改善や用水整備による労働時
減 営農経費節減 間の短縮による縮減

効果 対象作物：水稲、小麦、タマネギ、
かぼちゃ、メロン、にんじん

89,902 農業用用排水施設の改修、統廃合に伴う施設
維持管理費節 の維持管理費の節減
減効果 対象施設：農業用用排水路

施設更新によ 106,570 老朽化した施設の更新による従前の農業生産
る従前の農業 更 新 効 果 の維持
生産の維持 対象施設：農業用用排水路

地域の生活環 安全性向上効 176 用水路の暗渠化による事故率の減少
境の保全・向 果
上

河川流況安定 107 関連事業により整備された施設の設置に伴う
効果 取水量の増加で河川への還元水が増加するこ

とにより、河川流況安定する効果

公共施設保全 41 関連事業の施設整備に伴い付け替えられる道
効果 路の耐用年数が増加し、付随的に発生する維

持管理節減や一般交通等経費節減、更新効果

地域用水効果 603 農業用水を生活用水及び防火用水施設に利用
することにより、施設の設置費が節減が図ら
れる効果

水辺環境整備 964 関連事業により整備された施設の付帯工（魚
効果 道）や施設周辺の修景整備による効果

計 223,917



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 美里第２

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① 4,465,052 千円

年 効 用 ② 255,402 千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ 82,791 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ 43 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤
便益を算定するための係数建設利息率） 0.0507

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ 4,954,724 千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① 1.10

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産 水田の排水改良等による単位収量の
量の増加 作 物 生 産 効 果 16,970 増加

対象作物：水稲、小麦、大豆、馬鈴
薯、かぼちゃ、ほうれん
そう

営農経費の節 ほ場の大区画化による労働時間の短
減 営農経費節減効果 120,644 縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、小麦、大豆、馬鈴
薯、かぼちゃ、ほうれん
そう

農業用用排水施設等の改修、統廃合
維持管理費節減効 29,995 に伴う維持管理費の節減
果 対象施設：農業用用排水路、農道

施設更新によ 老朽化した施設の更新による従前の
る従前の農業 更 新 効 果 86,609 農業生産の維持
生産の維持 対象施設：農業用用排水路、農道

地域の生活環 農業用水を生活用水及び防火用水施
境の保全・向 地 域 用 水 効 果 1,059 設に利用することにより、施設の設
上 置費の節減が図られる効果

関連事業により整備される施設周辺
景 観 保 全 効 果 125 の修景整備による効果

計 255,402



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 宮城県 地区名 河 南 ４ 期

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，０３２，０００千円

年 効 用 ② ７８，８３１千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３５ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５５３
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，４２５，５１５千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３８

２．年効用の総括

項 目 年効果額(千円) 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ５，７０７
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、大麦、未成

熟トウモロコシ、キャベツ、白菜、

枝豆、ブロッコリー

ほ場の大区画化、排水改良等に伴う営農経費の節減 営農経費節減効果 ６３，４８１
ほ場条件の改善による労働時間の短

縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、大豆、大麦

農業用用排水施設等の改修に伴う施維持管理費節減効果 ４，３１６
設の維持管理費の節減

対象施設：農業用用排水路、農道、

揚水機

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ５，３２７
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：農業用用排水路、揚水機の維持

計 ７８，８３１



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 宮城県 地区名 玉浦中部２期

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，２３７，０００千円

年 効 用 ② １３０，５３０千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３３ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５６９
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，２９４，０２５千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．８５

２．年効用の総括

項 目 年効果額(千円) 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ３，８１０
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、大麦、ね

ぎ、馬鈴薯、未成熟トウモロコシ、

きゅうり

ほ場の大区画化、排水改良等に伴う営農経費の節減 営農経費節減効果 １２１，２８２
ほ場条件の改善による労働時間の短

縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、大豆、大麦

農業用用排水施設等の改修、統廃合維持管理費節減効果 １，８７２
に伴う施設の維持管理費の節減

対象施設：農業用用排水路、農道、

揚水機

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ３，５６６
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：農業用用排水路、農道の維持

計 １３０，５３０



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 宮城県 地区名 広長２期

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，９１２，０８２千円

年 効 用 ② １３４，９０８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ４６５千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３３ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５６９
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，３７０，５０２千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２３

２．年効用の総括

項 目 年効果額(千円) 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ５，９９７
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、小麦、大豆、牧

草、ほうれん草、なす、トマト、キ

ュウリ

ほ場の大区画化、排水改良等に伴う営農経費の節減 営農経費節減効果 １１４，９４４
ほ場条件の改善による労働時間の短

縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、小麦、大豆

農業用用排水施設等の改修、統廃合維持管理費節減効果 ２，１６９
に伴う施設の維持管理費の節減

対象施設：農業用用排水路、農道等

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 １１，７９８
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：農業用用排水路、農道等の維持

計 １３４，９０８



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 宮城県 地区名 下志田２期

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，６４９，０００千円

年 効 用 ② １６４，２６４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３６ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５４６
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ３，００８，４９８千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．８２

２．年効用の総括

項 目 年効果額(千円) 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ４，６５２
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、小麦、牧

草、ほうれん草、大根、なす、ねぎ

ほ場の大区画化、排水改良等に伴う営農経費の節減 営農経費節減効果 １４６，０７３
ほ場条件の改善による労働時間の短

縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、大豆、小麦

農業用用排水施設等の改修、統廃合維持管理費節減効果 ５，６１７
に伴う施設の維持管理費の節減

対象施設：農業用用排水路、農道

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ７，９２２
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：農業用用排水路、農道の維持

計 １６４，２６４



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 秋田県 地区名 強 首

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ７，２５７，６００千円

年 効 用 ② ５８６，０４５千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４２ 年

総合耐用年数に応じた効用から還元率×（１＋ ⑤ ０．０５１１
総便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １１，４６８，５９１千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．５８

２．年効用の総括

項 目 年効果額(千円) 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ６５，５９５
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、枝豆、アス

パラガス、白菜、ほうれん草、トマ

ト

ほ場の大区画化、排水改良等に伴う営農経費の節減 営農経費節減効果 ４１１，１６０
ほ場条件の改善による労働時間の短

縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、大豆

農業用用排水施設等の改修に伴う施維持管理費節減効果 ６０，９０１
設の維持管理費の節減

対象施設：農業用用排水路、農道

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ４５，９４５
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：農業用用排水路、農道の維持

将来国土調査を行う予定であるが本地域の生活環境 地 籍 確 定 効 果 ２，４４４
事業を実施した場合に行う換地作業の保全・向上
により地籍が明確となる効果

計 ５８６，０４５



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 秋田県 地区名 神 岡 西 部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３，３１６，９５０千円

年 効 用 ② ２７３，０７７千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４３ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５０７
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ５，３８６，１３４千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．６２

２．年効用の総括

項 目 年効果額(千円) 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ２５，７１２
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、カボチャ、

トマト、枝豆、アスパラガス

ほ場の大区画化、排水改良等に伴う営農経費の節減 営農経費節減効果 １９３，１３７
ほ場条件の改善による労働時間の短

縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、大豆

農業用用排水施設等の改修に伴う施維持管理費節減効果 ２６，４４４
設の維持管理費の節減

対象施設：農業用用排水路、農道

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ２６，７２５
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：農業用用排水路、農道の維持

将来国土調査を行う予定であるが本地域の生活環境 地 籍 確 定 効 果 １，０５９
事業を実施した場合に行う換地作業の保全・向上
により地籍が明確となる効果

計 ２７３，０７７



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 秋田県 地区名 鶯 野

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，９７６，１００千円

年 効 用 ② ３６３，５５４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３０ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５９７
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ６，０８９，６８２千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① ３．０８

２．年効用の総括

項 目 年効果額(千円) 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ５０，８５７
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、枝豆、アス

パラガス、そら豆、ほうれん草、ト

マト

排水改良等でほ場条件が改善される営農経費の節減 営農経費節減効果 ２４７，８１１
ことによる労働時間の短縮や機械経

費の節減

対象作物：水稲、大豆

農業用用排水施設等の改修に伴う施維持管理費節減効果 ２０，２７５
設の維持管理費の節減

対象施設：農業用用排水路、農道

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ４４，６１１
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：農業用用排水路、農道の維持

計 ３６３，５５４



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 福島県 地区名 大 久

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，８３６，０００千円

年 効 用 ② １１８，３９２千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３４ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５６１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，１１０，３７４千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１４

２．年効用の総括

項 目 年効果額(千円) 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ７，２６６
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、大麦、いち

じく、かぼちゃ、きゅうり、トマト

ほ場の大区画化、排水改良等に伴う営農経費の節減 営農経費節減効果 １００，６９８
ほ場条件の改善による労働時間の短

縮や機械経費の節減

対象作物：水稲

農業用用排水施設等の改修に伴う施維持管理費節減効果 ２，５４０
設の維持管理費の節減

対象施設：農業用用排水路、農道

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ７，８８８
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：農業用用排水路、農道の維持

計 １１８，３９２



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 茨城県 地区名 大 貫

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２，６６３，０５０千円

年 効 用 ② １４８，２１５千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３７ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５３９
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，７４９，８１４千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

排水改良等ほ場条件の改善に伴う農作物の生産量の 作 物 生 産 効 果 １３，９２７
作付拡大および水管理の合理化や増加
用水改良に伴う干害防止による収

量増

対象作物：水稲,飼料作物,いち

ご,トマト,かんしょ，大豆

ほ場の大区画化、排水改良等に伴営農経費の節減 営農経費節減効果 １０６，０５０
うほ場条件の改善による労働時間

の短縮、機械経費節減

対象作物：水稲,飼料作物,いち

ご,トマト,かんしょ

農道及び農業用用排水施設の新設維持管理費節減効果 ２０，６３１
・改修に伴う維持管理費の節減

対象施設：農道,農業用用排水路

老朽化した施設の更新による旧施施設更新による従 更 新 効 果 ６，４６１
設機能の継続前の農業生産の維
対象施設：農道,農業用用排水路持

区画整理の実施に伴う換地作業に地域の生活環境の 地 籍 確 定 効 果 ９９６
より地積が明らかになる効果保全・向上

魚類等に配慮した施設とすること水辺環境整備効果 １５０
により、生態系が保全される効果

対象施設：農業用排水路

計 １４８，２１５



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 茨城県 地区名 黒 子

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２，２１７，０００千円

年 効 用 ② ２０１，７７７千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３５ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５５３
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ３，６４８，７７０千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．６４

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

排水改良等ほ場条件の改善に伴う農作物の生産量の 作 物 生 産 効 果 ８，５７６
作付拡大および水管理の合理化に増加
よる収量増
対象作物：水稲,小麦,大麦,大豆,
そば

ほ場の大区画化、排水改良等に伴営農経費の節減 営農経費節減効果 １４８，６７７
うほ場条件の改善による労働時間
の短縮、機械経費の節減
対象作物：水稲,小麦,大麦,大豆,
そば

用水機場の新設、農業用用排水路維持管理費節減効果 １１，８２８
・農道の改良に伴う維持管理費の
増減額
対象施設：用水機場,農業用用排
水路,農道

老朽化した施設の更新による旧施施設更新による従 更 新 効 果 ２６，０５１
設機能の継続前の農業生産の維
対象施設：農業用用排水路持

換地手法を用いて計画的かつ円滑地域の生活環境の 非農用地等創設効果 １，０４９
に非農用地を創設することによる保全・向上
経費の節減
対象：施設用地

環境に配慮した施設とすることに水辺環境整備効果 ５，５９６
より、水辺環境が保全・創造され
る効果
対象施設：農業用排水路,調整池

計 ２０１，７７７



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 栃木県 地区名 小貝川沿岸２期

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ５，５１３，０００千円

年 効 用 ② ３１８，７３４千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ５，７９３千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４６ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０４９５
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ６，４３３，２７８千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１６

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物農作物の生産量の 作 物 生 産 効 果 １４，５２８
の面積拡大や単収の増加増加
対象作物：水稲,大豆,トマト,き
ゅうり,なす

ほ場の大区画化による労働時間の営農経費の節減 営農経費節減効果 ２７９，５５７
短縮や機械経費の節減
対象作物：水稲,大豆,トマト,き
ゅうり,なす,だいこん,じゃがい
も,はくさい

農業用用排水施設等の改修・統廃維持管理費節減効果 ４，８４０
合に伴う施設の維持管理費節減
対象施設：農業用用排水路,農道

老朽化した施設の更新による従前施設更新による従 更 新 効 果 ２，４８８
の農業生産の維持前の農業生産の維
対象施設：揚水機持

換地手法を用いた合理的かつ経済地域の生活環境の 非農用地等創設効果 ３，４９１
的な用地取得による経費節減保全・向上
対象施設：町道,施設用地

区画が整形化され、換地事業によ地 籍 確 定 効 果 ２，９２５
り地籍が明確になる効果

埋蔵文化財が具現化されるととも文 化 財 発 見 効 果 ９，４３５
に、文化的価値が明確になり、貴
重な文化遺跡が後世に継承される

排水路の一部を魚類等の生息環境水辺環境整備効果 １，４７０
に配慮した深み水路、魚道落差工
等とすることによる水辺環境保全
対象施設：農業用排水路

計 ３１８，７３４



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 栃木県 地区名 美田中部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２，０５２，０００千円

年 効 用 ② １２４，４６７千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ２５，２４５千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３３ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５７２
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，１５０，７５２千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０４

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物農作物の生産量の 作 物 生 産 効 果 ７１，６３３
の面積拡大や単収の増加増加
対象作物：水稲,大豆,トマト,な

す

きゅうり,はくさい,だいこん

農道の舗装により農産物の運搬の品 質 向 上 効 果 １，７７８
際の損傷が軽減され、品質が向上

する効果

対象作物：トマト,なす,きゅうり

農業用用排水施設等の改修・統廃営農経費の節減 維持管理費節減効果 １６，８２６
合に伴う施設の維持管理費節減

対象施設：農業用用排水路,農道

農道が改良されることにより、農営農に係る走行経費 ３，２９７
産物の生産並びに流通に係わる輸節減効果
送経費が節減される効果

対象施設：農道

旧施設の機能に代替する部分の評施設更新による従 更 新 効 果 ３０，１３５
価前の農業生産の維
対象施設：農業用用排水路,農道持

揚水機

農業用用排水路の一部を魚類等の地域の生活環境の 水辺環境整備効果 ７９８
生息環境に配慮した石積み水路や保全・向上
深み水路等とすることによる水辺

環境保全

対象施設：農業用用排水路

計 １２４，４６７



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 群馬県 地区名 世良田

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，１０１，０００千円

年 効 用 ② ８８，５２９千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４４ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５０３
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，７６０，０２０千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．５９

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水管理の合理化、排水改良等によ農作物の生産量の 作 物 生 産 効 果 ５，５１７
る作付面積拡大や単収の増加増加
対象作物：水稲,小麦,ごぼう,え
だまめ,ねぎ,ほうれん草

ほ場の大区画化による労働時間の営農経費の節減 営農経費節減効果 ５９，５５７
短縮や機械経費の節減
対象作物：水稲,小麦,ごぼう,え
だまめ,ねぎ,ほうれん草

農業用用排水施設等の改修に伴う維持管理費節減効果 １，１５９
施設の維持管理費節減
対象施設：農業用用排水路,農道

ほ場内農道整備による営農に係る営農に係る走行経費 １，７５０
走行経費の節減節減効果
算定範囲：農業輸送,通作

老朽化した施設の更新による従前施設更新による従 更 新 効 果 ８，５７２
の農業生産の維持前の農業生産の維
対象施設：農業用用排水路,農道持

換地手法を用いた合理的かつ経済地域の生活環境の 非農用地等創設効果 １６４
的な用地取得による経費節減保全・向上
対象施設：公園用地等

区画が整形化され、換地事業によ地 籍 確 定 効 果 ７９４
り地籍が明確になる効果
対象区域：地区全域

埋蔵文化財が具現化され、その文文 化 財 発 見 効 果 １１，０１６
化的価値が明確となる
対象区域：農業用用排水路・農道
敷き

計 ８８，５２９



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 埼玉県 地区名 山 田

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，０７６，０００千円

年 効 用 ② ６８，４３９千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３０ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５９７
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，１４６，３８２千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０６

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等に伴う転作作物農作物の生産量の 作 物 生 産 効 果 ９，１２７
の面積拡大による収量増増加
対象作物：小麦,大豆,野菜

ほ場の大区画化による労働時間の営農経費の節減 営農経費節減効果 ４２，８１０
短縮や機械経費の節減

対象作物：水稲,小麦,大豆,野菜

農業用用排水施設の改良に伴う施維持管理費節減効果 ９，７１７
設の維持管理費の節減

対象施設：農業用用排水路

老朽化した施設の更新による従前施設更新による従 更 新 効 果 ３，９４９
の農業生産の維持前の農業生産の維
対象施設：農業用用排水路持

農業用排水路横断箇所へのガード地域の生活環境の 安 全 性 向 上 効 果 １，４７７
レール設置による安全性の向上保全・向上
対象施設：農業用排水路

基盤整備に伴い付随的に埋蔵文化文 化 財 発 見 効 果 ８１６
財が具現化されると共に、発掘調

査により文化的価値が明確となる

効果

排水路の一部を生態系に配慮した水辺環境整備効果 ５４３
水路とすることによる水辺環境の

保全

対象施設：農業用排水路

計 ６８，４３９



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 千葉県 地区名 万力Ⅱ期

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，３３５，０００千円

年 効 用 ② ９６，４６３千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３４ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５６１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，７１９，４８３千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２８

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物農作物の生産量の 作 物 生 産 効 果 ２６，４３５
の面積拡大や単収の増加増加

水稲,とうもろこし,飼料作対象作物：

物,食用ナバナ,トマト,ししとう,ばれいし

ょ,落花生,かんしょ,しゅんぎく,ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ

ほ場の大区画化による労働時間の営農経費の節減 営農経費節減効果 ６７，９３０
短縮や機械経費の節減

対象作物：水稲

農業用用排水施設等の新設に伴う維持管理費節減効果 △７６３
施設の維持管理費の増減

対象施設：揚水機,農業用用排水

路,農道

換地手法を用いた合理的かつ経済地域の生活環境の 非農用地等創設効果 ２５７
的な用地取得による経費節減保全・向上
対象施設：道路（市道）

区画が整形化され、換地事業によ地 籍 確 定 効 果 ２，６０４
り地籍が明確になる

対象区域：地区全域

計 ９６，４６３



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 新潟県 地区名 小 吉

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３，７３６，７４０千円

年 効 用 ② ２２７，７６０千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ３１，５１２千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３４ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５６１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ４，０２８，３８１千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０７

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水分離、客土及び暗渠排農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ２５，０３３
水等による転作作物の面積拡大や単の増加
収の増加
対象作物：水稲、大豆、枝豆

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 １５７，２５９
縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、大豆、枝豆

農業用用排水施設等の改修、統廃合維持管理費節減効果 △１８７
に伴う施設の維持管理費の節減
対象施設：農業用用排水路、農道

関連事業により排水路管理用道路営農に係る走行経費 ４７
（兼農道）が整備されるに伴い営農節減効果
走行経費が軽減される効果
対象施設：排水路管理道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ４０，９００
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：農業用用排水路、農道の維持

換地手法により、公共用地等の非農地域の生活環境 非農用地等創設効果 ３９
用地を創設することにより、合理的の保全・向上
かつ経済的に用地を取得できる効果

補償施設として付け替えた橋梁の耐公共施設保全効果 ４，４２６
用年数が増加することにより付随的
に発現する維持管理費の節減や従来
機能が継続する効果

区画が整形化され、地籍が明らかに地 籍 確 定 効 果 ７
なる効果

農業用排水路を親水性等環境に配慮水辺環境整備効果 ２３６
した施設にすることによる水辺環境
が保全、創造される効果
対象施設：農業用排水路

計 ２２７，７６０



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 新潟県 地区名 小中川

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２，１２９，１６９千円

年 効 用 ② １２６，７５９千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ １４，９３１千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３３ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５６９
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，２１２，８１９千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水分離、客土及び暗渠排農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ２１，０９５
水等による転作作物の面積拡大や単の増加
収の増加
対象作物：水稲、大豆、枝豆

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ８４，８４３
縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、大豆、枝豆

農業用用排水施設等の改修、統廃合維持管理費節減効果 １，７１１
に伴う施設の維持管理費の節減
対象施設：農業用用排水路、農道

関連事業により排水路管理用道路営農に係る走行経費 ２９
（兼農道）が整備されるに伴い営農節減効果
走行経費が軽減される効果
対象施設：排水路管理道路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 １５，３１１
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：農業用用排水路、農道の維持

補償施設として付け替えた橋梁の耐地域の生活環境 公共施設保全効果 ２，７４９
用年数が増加することにより付随的の保全・向上
に発現する維持管理費の節減や従来
機能が継続する効果

区画が整形化され、地籍が明らかに地 籍 確 定 効 果 ８７５
なる効果

農業用排水路を親水性等環境に配慮水辺環境整備効果 １４６
した施設にすることによる水辺環境
が保全、創造される効果
対象施設：農業用排水路

計 １２６，７５９



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 新潟県 地区名 潟４期

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

関連事業あり総 事 業 費 ① ８，００１，７２９千円

年 効 用 ② ４６０，１３０千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ７千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３５ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５５３
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ８，３２０，６０８千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水分離、客土及び暗渠排農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ４９，２６３
水等による転作作物の面積拡大や単の増加
収の増加

対象作物：水稲、大豆、枝豆

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ３７４，８９６
縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、大豆、枝豆

農業用用排水施設等の改修、統廃合維持管理費節減効果 △１，８６７
に伴う施設の維持管理費の節減

対象施設：農業用用排水路、農道

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ３３，７２８
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：農業用用排水路、農道の維持

換地手法を用いて、公共用地等の非地域の生活環境 非農用地等創設効果 １，１２６
農用地を創設することにより、合理の保全・向上
的かつ経済的に用地を取得できる効

果

補償施設として付け替えた橋梁の耐公共施設保全効果 １
用年数が増加することにより付随的

に発現する維持管理費の節減や従来

機能が継続する効果

区画が整形化され、地籍が明らかに地 籍 確 定 効 果 ２，９８３
なる効果

計 ４６０，１３０



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 富山県 地区名 大家庄東部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，１３０，６０８千円

年 効 用 ② ７３，３９５千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３２ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５７７
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，２７２，０１０千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農地の集積が図られることにより経営農経費の節減 営農経費節減効果 １７，９２０
営規模等が拡大し、労働費、機械経

費、その他の生産資材費の節減

対象作物：水稲、大豆

農業用用排水施設等の改修に伴う施維持管理費節減効果 ５，３１３
設の維持管理費の節減

対象施設：農業用用排水路、農道

農道の拡幅改良による、一次輸送及営農に係る走行経費 ２８３
び通作交通車両に要する経費の節減節減効果
対象施設：農道

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ４９，８７９
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：農業用用排水路、農道の維持

計 ７３，３９５



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 福井県 地区名 川西中部２期

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ５，６７６，１００千円

年 効 用 ② ６７５，３６２千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ８，０８１千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２９ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６０７９
便益を算定するための係数建設利息率）

１１，１０１，６７４千円総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．９６

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水分離、客土及び暗渠排農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １５，１２３
水等による転作作物の面積拡大や単の増加
収の増加

対象作物：水稲、大麦

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ４５４，７８７
縮や機械経費の節減

対象作物：水稲

農業用用排水施設等の改修、統廃合維持管理費節減効果 １６，０８６
に伴う施設の維持管理費の節減

対象施設：農業用用排水路、農道

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 １８３，０９２
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：農業用用排水路、農道の維持

換地手法により先行的、計画的に公地域の生活環境 非農用地等創設効果 ３，００２
共用地等を円滑に創設することで合の保全・向上
理的、経済的に用地取得できる効果

対象施設：区画整理

区画整理により区画が整形化され、地 積 確 定 効 果 １，０１８
地籍が明確になる効果

対象施設：区画整理

農業用排水路を親水性等環境に配慮水辺環境整備効果 ２，２５４
した施設にすることにより豊かな生

態系が保全される効果

対象施設：農業用排水路

計 ６７５，３６２



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 滋賀県 地区名 上平木

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，３５２，２００千円

年 効 用 ② １２１，６９７千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３４ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５６１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，１６９，２８７千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．６０

２．年効用の総括

項 目 年効果額(千円) 効果の内容

水田の用水改良等による転作作物の面農作物の生産量 作物生産効果 ６，４６７
積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、小麦、ｷｭｳﾘ、

白菜

ほ場の大区画化による労働時間の短縮営農経費の節減 営農経費節減効果 ９０，５３０
や機械経費の節減

対象作物：水稲、大豆、小麦、ｷｭｳﾘ、

白菜

農業用用排水施設等の改修に伴う施設維持管理費節減効果 ２，４６９
の維持管理費の節減

対象施設：農業用用排水路、農道

老朽化した施設の更新による従前の農施設更新による 更新効果 ２０，２６５
業生産の維持従前の農業生産
対象施設：農業用用排水路、農道の維持

農業用排水路の一部路線を動植物の生地域の生活環境 水辺環境整備効果 ５７８
息に配慮した整備を行うことによる水の保全・向上
辺環境の保全効果

対象施設：農業用排水路

ほ場整備により区画が整形化され、地地籍確定効果 １，１８４
籍が確定することによる効果

基盤造成で付随的に埋蔵文化財が具現文化財発見効果 ２０４
化され、発掘調査により文化的価値が

明確になる効果

計 １２１，６９７



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 兵庫県 地区名 八幡

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，６８０，０００千円

年 効 用 ② １０６，１８０千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２８ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６２０
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，７１２，５８１千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０１

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用水改良、暗渠排水による転農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ７，８７４
作作物の面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大麦、大豆、小麦

パイプライン化によるかん水管理時営農経費の節減 営農経費節減効果 ９，６６９
間の短縮及び乾田化等ほ場条件の改

善による労働時間の短縮

対象作物：水稲

農業用用排水施設等の改修に伴う施維持管理費節減効果 ２６，５１４
設の維持管理費の節減

対象施設：農業用用排水路

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ６１，６１８
農業生産の維持農業生産の維持
対象施設：農業用用排水路

農業用排水路の一部を自然動物の生地域の生活環境 水辺環境整備効果 ５０５
息環境に配慮した水路とすることにの保全・向上
よる水辺環境保全効果

対象施設：農業用排水路

計 １０６，１８０



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 福岡県 地区名 上秋月

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，３０５，０００千円

年 効 用 ② ７６，４８９千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ３４，９５０千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３６ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５４６
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，３６５，９４７千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０４

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水改良等による転作作物農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ２５，２１７
の面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、大豆、小麦、ﾌﾞﾛｯｺ
ﾘｰ、ｺﾞﾎﾞｳ、ﾆﾝｼﾞﾝ、ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ、ﾎｳﾚﾝ
草、茶他

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ３６，４０３
縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、大豆、小麦、ﾌﾞﾛｯｺ
ﾘｰ、ｺﾞﾎﾞｳ、ﾆﾝｼﾞﾝ、ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ、ﾎｳﾚﾝ
草、里芋

農業用用排水施設等の改修、統廃合維持管理費節減効果 △１７
に伴う施設の維持管理費の節減
対象施設：農業用用排水路、農道

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ９，９０２
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：農業用用排水路、農道の維持

換地手法により公共用地等を円滑に地域の生活環境 非農用地等創設効果 ５８５
創設し、用地交渉期間の短縮及び経の保全・向上
費の節減がなされる効果

基盤造成で付随的に埋蔵文化財が具文 化 財 発 見 効 果 ３，７５９
現化され、発掘調査により文化的価
値が明確になる効果

地域住民の生活環境の利便性向上、水辺環境整備効果 ６４０
都市住民等への「憩いの場」「やす
らぎの場」等を提供できる等、水辺
環境が保全、創造できる効果

計 ７６，４８９



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 宮崎県 地区名 跡江２期

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３，５８４，０００千円

年 効 用 ② １９４，６０８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４３ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５０７
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ３，８３８，４２２千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０７

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水改良等による転作作物農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ４５，８２０
の面積拡大や単位収量の増加の増加
対象作物：水稲、大根、キュウリ、
甘藷、牧草

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 １０５，４９７
縮や機械経費の節減
対象作物：水稲、大根、キュウリ、
甘藷、牧草

農業用用排水施設等の改修、統廃合維持管理費節減効果 ３，８２９
に伴う施設の維持管理費の節減
対象施設：農業用用排水路、農道

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ３２，０９８
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：農業用用排水路、農道の維持

換地手法により公共用地等を円滑に地域の生活環境 非農用地等創設効果 ７７８
創設し、用地交渉期間の短縮及び経の保全・向上
費の節減

基盤造成で付随的に埋蔵文化財が具文 化 財 発 見 効 果 ３，５２５
現化され、発掘調査により文化的価
値が明確になる効果

補償施設として付け替えた林道の耐公共施設保全効果 ２，２５２
用年数が増加することにより付随的
に発現する維持管理費の節減や従来
機能が継続する効果

区画が整形化され、地積が明確にな地 積 確 定 効 果 ８０９
る

計 １９４，６０８



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 宮崎県 地区名 第２内山

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２，１０５，０００千円

年 効 用 ② １１０，８９２千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４２ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５１１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，１７０，０９７千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 １６，６３９
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、ｷｭｳﾘ、ﾆｶﾞｳﾘ、大

根、ﾎｳﾚﾝ草、ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ、菜花、ｲﾁｺﾞ、

飼料作物

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ７０，５４５
縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、ｷｭｳﾘ、ﾆｶﾞｳﾘ、大

根、ﾎｳﾚﾝ草、ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ、菜花、ｲﾁｺﾞ、

飼料作物

農業用用排水施設等の改修に伴う施維持管理費節減効果 ２，４２６
設の維持管理費の節減

対象施設：農業用用排水路、農道

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 １９，８３０
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：農業用用排水路、農道の維持

換地手法により公共用地等を円滑に地域の生活環境 非農用地等創設効果 ２８
創設し、用地交渉期間の短縮及び経の保全・向上
費の節減

補償施設として付け替えた林道の耐公共施設保全効果 １，４２４
用年数が増加することにより付随的

に発現する維持管理費の節減や従来

機能が継続する効果

計 １１０，８９２



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 宮崎県 地区名 牟田原

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，２３０，０００千円

年 効 用 ② ７４，０７１千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ３０，２９４千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４２ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５１４
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，４１０，７７６千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１４

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の排水改良等による転作作物の農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ４３，０５９
面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：水稲、里芋、甘藷、苗

木、ﾀﾊﾞｺ、ｺﾞﾎﾞｳ、大根、ｿﾊﾞ、ﾆﾝｼﾞ

ﾝ、ﾎｳﾚﾝ草、白菜、ﾄﾏﾄ、ｲﾁｺﾞ、生

姜、飼料作物

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ４，８３７
縮や機械経費の節減

対象作物：水稲、里芋、甘藷、ﾀﾊﾞ

ｺ、ｺﾞﾎﾞｳ、大根、ﾆﾝｼﾞﾝ、ﾎｳﾚﾝ草、飼

料作物

農業用用排水施設等の改修に伴う施維持管理費節減効果 ３，８３４
設の維持管理費の節減

対象施設：農業用用排水路、農道

農道の改良に伴う走行速度、車種転営農に係る走行経費 １，７６８
換等による走行経費の節減節減効果
対象作物：里芋、甘藷、苗木、ﾀﾊﾞ

ｺ、ｺﾞﾎﾞｳ、大根、ｿﾊﾞ、ﾆﾝｼﾞﾝ、堆

肥、飼料作物

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ２０，４３７
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：農業用用排水路、農道の維持

補償施設として付け替えた林道の耐地域の生活環境 公共施設保全効果 １３６
用年数が増加することにより付随的の保全・向上
に発現する維持管理費の節減や従来

機能が継続する効果

計 ７４，０７１



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 経営体育成基盤整備事業 都道府県名 鹿児島県 地区名 岡崎２期

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２，７４０，５００千円

年 効 用 ② １９３，１４８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ － 千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ３６ 年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６６５
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，９０４，４８１千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０５

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

水田の用排水改良等による転作作物農作物の生産量 作 物 生 産 効 果 ３７，６６７
の面積拡大や単収の増加の増加
対象作物：早期水稲，かんしょ，か

ぼちゃ，キャベツ，ゴボウ，飼料作

物

ほ場の大区画化による労働時間の短営農経費の節減 営農経費節減効果 ９８，９９５
縮や機械経費の節減

対象作物：早期水稲，きゅうり，か

んしょ，かぼちゃ，飼料作物

農業用用排水施設等の改修、統廃合維持管理費節減効果 １６，７２７
に伴う施設の維持管理費の節減

対象施設：農業用用排水路，農道

老朽化した施設の更新による従前の施設更新による 更 新 効 果 ３４，８８９
農業生産の維持従前の農業生産
対象施設：農業用用排水路，農道の維持

基盤造成で付随的に埋蔵文化財が具地域の生活環境 文 化 財 発 見 効 果 ３，８４８
現化され、発掘調査により文化的価の保全・向上
値が明確になる効果

地域住民の生活環境の利便性向上、水辺環境整備効果 １，０２２
都市住民等への「憩いの場」「やす

らぎの場」等を提供できる等、水辺

環境が保全、創造できる効果

計 １９３，１４８




